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2. 0 2 . !i，m -
森川家配置関(古図)図中の番号は史料番号に該当する
(表ー 1及び図一1・2は「布施の民家」より抜粋)
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除 大工 左官 屋銀座 石屋 日履・手伝
1 2.6 2.7 2.2 
手伝 237文
村手伝 1 .73 
2 2.2 
3 2.2 
4 2.6 手伝 226文
5 2.6 4 .1 
6 3.0 4.0 
手伝 272文
Q 274文
7 2.3 下手伝 1.2 
8 2，6 
9 2.6 3.0 
10 手伝 200文
11 屋恨隻手伝 236文
12 2.6 4.3 手伝 2.0 
1 3 2.2 日麗 1.5 
2.5 手伝{運綴)270文
14 3.0 
15 2.6 2.8 日雇 1 .5 
16 2.6 3.0 手伝 2.0 
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( 7 ) 
い者がかなリな数になっている。このときは究が使用さ
れており.ウfi.tJHi'は依然として村人の共同作業で行う
という慣習が残っていたのではないかと忠われる。けれ
ども付人が家fl<J青に来す役割lは後進I也域と比較すると
誇し<fl~~、ということは否定できない。
商品経済の発達が一万においては建築資材の商品化を
進め.規俗化された既製品の購入を可能にし他万では
I:J!町村の分解を進行させ.日雇j併などの賃労働者を出現
きせることによって付人の共同労働に似る必要性を失な
わせていったといえるのであるの河内地)jの先進性は建
築資材の.:14述刀法と.普請と村人との|期わリ合いとの二
つの点においてあらわれているといえよ う
附配
本格て.A考察したこれらの史料は.東大阪市史編纂室員
の島国王事博氏の御好意により使用させて頂いたものであ
る。記して謝;立を表します。
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